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１、はじめに 

電気機器の運転には整流子やスリップリングといったしゅう動部が存在し,そこでは材料の摩耗が生じる.潤滑性が

悪いと電気的ノイズが多く発生し,周辺機器の誤動作の原因となってしまう.そのため,摺動面の良好な潤滑性と低い

接触電気抵抗を保つための理想的なしゅう動材料の開発が求められる.また,宇宙空間などの真空状態では液体潤滑剤

の使用限界があるため固体潤滑剤を使用し,低摩擦かつ低抵抗を実現することが必要となる 1). 

本研究では,二硫化モリブデンおよび PTFE,それぞれのコーティング処理が施されたシリンダを使用し,ピンとの接

触面の接触電気抵抗と摩擦係数を測定することで,それぞれの摩擦特性を明らかにすることを目的とした. 

 

２、実験 

２．１ 摩擦しゅう動実験機概要 

この実験機は、小型電動機の回転速度と同程度の最大回転速度 2500［rpm］で回転させることが可能であるた

め、電動機と同様の条件下で実験することができる。また直流安定化電源を定電流モードに設定し、任意の電流値

を設定することが可能である。トライボテスタに、ピン試料、シリンダ試料を固定する 2)。1 分間当たりの回転数

及び摩擦力が７セグメント LED にて表示される。また、回転速度、摩擦力の表示だけでなく、しゅう動試験機の制

御も行っている。デジタルレコーダーにそれぞれの測定値が記録される。  

２．２ 実験回路 

本実験の実験回路は、低い抵抗を測定するため、図１の実験回路図で示したような、四端子法を用いて結線して

いる。図２の実験素材図で示したような、ピン型試料およびシリンダ型試料を使用した.なお,両者はともに S45C

あり,電気抵抗率は1.7 × 10−7Ω ∙ mである. 

       
Fig. 1 実験回路                  Fig. 2 実験素材（左下：MoS2 右下：PTFE） 

 

２．３ 実験条件および手順 

本研究における実験条件を表 1 に示す 
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３、実験結果及び考察 

3.1 摩擦係数 

 図 3、4 に摩擦係数特性を示す。 

    
   Fig. 3 Coefficient of fractioning (MoS2)     Fig. 4 Coefficient of fractioning (PTFE) 

 

3.2 接触電気抵抗 

 図５、６に接触電気抵抗特性を示す。 

      
 Fig. 5 Electrical contact resistance (MoS2)   Fig. 6 Electrical contact resistance (PTFE) 

 

3.3 摺動後表面の分析（SEM） 

 図７、８にシリンダ表面のしゅう動痕分析結果を示す。 

    
  Fig. 7 SEM 観察結果(MoS2)         Fig. 8 SEM 観察結果（PTFE） 

3.4 考察 

3.4.1 摩擦係数 

MoS2の実験結果について、最初の 35 分間は優れた低摩擦性が現れたが、固体潤滑剤が剥がれていくにつれて摩擦

係数の測定値も上昇して推移している 、後半の 50 分は潤滑剤なしの結果より高くなった。 

PTFE の実験結果は、前者 2 つと比較して最も摩擦が少なく滑らかであると言える。 

3.4.2 接触電気抵抗 

MoS2本来の高抵抗率特性が現れた。そして、表面分析の結果により、シリンダの表面にしゅう動痕が明らかなの

で、表面に酸化物が付着したことを要因として、接触抵抗の高低にばらつきがあったと考えられる。 

PTFE が絶縁体として、その特性は非常に高い電気抵抗率を持つことが特徴であるが、結果は接触電気抵抗が非常に

低いことを示しており、正確な原因はまだ解明されていないため今後も調査を続ける。 

 

４，おわりに 

・PTFE コーティングが施されたものが摩擦係数においても最も優れた結果を示した.これはフッ素の働きによる潤滑

性によってしゅう動状態が安定し、摩耗の抑制に効果を示すといえる.また,接触電気抵抗は二硫化モリブデンより小

さくなる結果を示した． 

・二硫化モリブデンコーティングは潤滑性は優れているが分子の層間の結合が弱いがゆえに潤滑膜破壊されやすいと

いうことも本研究で明らかとなった. 
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